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　冬期間、展示施設の一般観覧を休止していた余

市宇宙記念館が４月２０日（土）にオープンしま

した。

　大型連休期間中は、写真パネル特別展や宇宙食

試食会などの催しがあり、大勢の方々が宇宙や科

学に親しんでいました。

　今年は、８月頃に入館者１００万人を達成する

節目の年となる予定です。
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　余市神社祭典の露店出店のため、６月９
日（日）午前１１時から１１日（火）午後
１１時まで出店場所周辺は車両通行止とな

ります。

　例年、路上駐車や車両放置が多くみられ

ます。近隣住民の迷惑のみならず、交通事

故の原因ともなりますので、違法駐車をし

ないようご協力をお願いします。

　また、国道や周辺町道等の混雑が予想さ

れますので、交通事故には十分にご注意く

ださい。

第４５回北海ソーラン祭り　７月６日（土）・７日（日）開催
　「北海道民謡ソーラン節」の継承普及を目的とする余市町最大のイベント『第４５回北海
ソーラン祭り』を７月６日（土）・７日（日）の２日間にわたり開催します。

■ソーラン踊りパレードの参加者を募集します
　７月６日（土）に行われるソーラン踊りの踊り手並びに小さ
な山車での参加者を募集します。

※今年は、ソーラン踊りと一緒にミニサイズの山車（長さ４ｍ
以下×幅１．５ｍ以下×高さ２．５ｍ以下）を運行します。
　参加を希望するグループ、団体（企業）の方は、６月 12 日（水）

までに実行委員会までご連絡ください。

　あわせて、ソーラン踊りの講習会を希望される企業・団体は、

実行委員会までご連絡ください。日程調整の上、個別に実施い

たします。

　　申込み・問合せ：北海ソーラン祭り実行委員会　事務局　

　　　　　　　　　　　　 商工観光課　☎２１－２１２５ 　《第 44 回北海ソーラン祭り「お祭り広場」風景》

■第９回歌謡のど自慢フェスティバル出場者を募集します

　７月７日（日）ニッカウヰスキー㈱北海道工場内「ふれあい広場」で行われる

「第９回歌謡のど自慢フェスティバル」の出場者を募集します。

　出場希望者は下記まで電話で申し込み下さい。定員になり次第締切りします。

　　申込み・問合せ：余市カラオケ連合会事務局　大沢　☎２２－５４６０

　町では、今年５月から「土地を購入し、住宅を新築（建売住宅の購入を含む）した方」

を対象に新築住宅建設支援補助制度の受付を行っています。

　制度の名称：新築住宅建設支援補助制度

　補助の対象：町が指定する区域内（用途地域内）で、平成２５年４月１日以降に売買により土地を購入

　　　　　　　し、土地の購入年度を含め３年度以内に住宅を完成させ居住している方

　補助金額　：指定する区域（まほろば地区を除く）⇒土地の購入価格の１０％で上限２０万円

　　　　　　：　　　〃　　  （まほろば地区）        　⇒土地の購入価格の１０％で上限５０万円

　これから土地を購入し新築を考えている方に、是非とも活用していただきたい制度です。

詳しい内容については、下記の問合せ先までご連絡ください。

　また、町ＨＰにも制度の内容を掲載していますのでご覧ください。（町ＨＰでは申請様式のダウンロード

もできます。）

◆問合せ　まちづくり計画課　☎２１―２１２４

「新築住宅建設支援補助制度」をご存知ですか？

『余市神社祭典に伴う交通規制のご案内』
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　町では生活保護の方をのぞき、一定の障がいのある方、18 歳未満の子がいるひとり親世帯、乳幼児のお子

さんを対象に医療費の一部助成を行っています。次の条件を満たしている方で、まだ申請をされていない場合

は役場保健課まで届出ください。

１．重度心身障がい者医療費助成制度
　次に該当する方は、世帯の町・道民税（住民税）の区分に応じて助成を受けることが出来ます。

　・身体障害者手帳 1 級または 2 級をお持ちの方（内臓系疾患による場合は 3 級も含む）

　・精神障害者保健福祉手帳 1 級の交付を受けている方

　・療育手帳の判定 A の方

　・上記と同程度の障がいがあると医師が証明する方

２．ひとり親家庭医療費助成制度
　18 歳未満の子がいるひとり親家庭の方は、世帯の町・道民税（住民税）の区分に応じて助成を受けること

が出来ます。

３．乳幼児医療費助成制度
　就学前児童（入院については小学生も対象）は、世帯の町・道民税（住民税）の区分に応じて助成を受ける

ことが出来ます。

■届出に必要なもの
　・印かん

　・健康保険証

    ・平成 24 年１月 2 日以後に転入された方は、平成 24 年度の保護者の所得課税証明書（前市町村で発行）

　・重度心身障がい者の届出は、各交付手帳（身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳）、ま　

　　たは町が定める様式による医師の診断書が必要です。

　・ひとり親家庭の届出には、戸籍を町外においている場合、戸籍謄本が必要です。

○各医療費助成内容（受給者の医療機関窓口での負担割合です）

助成区分
町・道民税が非課税の世帯 町・道民税が課税の世帯

受給者証に『○初』と印字されています 受給者証に『○課』と印字されています

各医療助成共通

医科の場合：初診料 580 円を窓口で負担

窓口１割負担歯科の場合：初診料 510 円を窓口で負担

柔整の場合：初診料 270 円を窓口で負担

① 3 歳未満の子は、世帯の町・道民税の区分にかかわらず非課税世帯として助成します。

②ひとり親家庭の親は、入院及び訪問看護のみ適用となります。

③訪問看護の場合は助成区分に関係なく 1 割負担となります。

④乳幼児については、就学後も小学生の期間は入院のみ助成の対象となります。入院をする時は届出ください。

⑤受給者証の提示は、重度心身障害がい者及びひとり親家庭は道内、乳幼児については北後志地区及び小樽・

　札幌市の一部医療機関で有効です。道外で診療を受けた場合や受給者証を提示し忘れた場合等、病院の窓口

　で保険証のみで受診した時は申請すると差額分が助成されます。

医療費助成制度をご存知ですか？

　　　　　問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１―２１２１

　「いけまぜ」ってご存知ですか？

　今夏（７月２７日～２８日）余市町にて紅志高校をメイン会場に『いけまぜ夏フェス 2013 in よいち』を

開催いたします。身体の不自由な子どもたちとその家族、それを支援するボランティアなど総勢 1200 名が

集まるとても大きなイベントです。現在、お手伝いいただけるボランティアを募集いたしております。　

　詳しくは、今月号の折込チラシをご覧下さい。

　また、「いけまぜ」を皆さんに知ってもらいたく、シンポジウムを開催いたします。ぜひご参加下さい。

シンポジウム日程
　と　き　６月２日（日）午後１時３０分～３時３０分

　ところ　中央公民館　１階大ホール

　主　催　いけまぜ夏フェス 2013 in よいち 開催地実行委員会

　内　容　①スライド上映 ･･･「7 月 27 日・28 日に 1200 名も集まるいけまぜって何？」

　　　　　②対談 ･･･ 漫画「義男の空」からいけまぜを考える

　　　　　③パネルディスカッション ･･･ 元気な子どもたちと高橋義男ほか

　　　　　　　「ニシンとリンゴと、あたたかいマチをめざして！」

　【問合せ】　いけまぜ夏フェス 2013 in よいち 開催地実行委員会

　　　　　　　　（入舟町 273 番地 1　NPO 法人　樹の杜 内）

　　　　　　　　　　　　　　☎２３―８０５１　FAX ２３－８０５２

　『いけまぜ夏フェス2013 in よいち』が開催されます！！
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「国民年金のお知らせ」　
～平成 25 年度年金受給額の改定について～

　平成２５年度の主な国民年金受給額は、下記のとお

りです。

区　　　　　分 金　　　額

老齢基礎年金（満額） 786,500 円

障害基礎年金
１級 983,100 円

２級 786,500 円

遺族基礎年金
（18 歳に到達する
年度末までの子が
いる場合）

妻と子１人 1,012,800 円

子のみ１人 786,500 円

　平成２４年の物価が、前年 ( 平成２３年 ) の物価と

比較して変動しなかったことから、平成２５年度の年

金額は平成２４年度と同額になります。

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　
                           　　　       ☎２１－２１２０

★「児童手当の現況届」を忘れずに！　

　「児童手当の現況届」は、年に１回、児童手当を受給

しているすべての方々に提出していただき、前年の所得

状況等を確認し受給資格を再審査するための届けです。

　受給者の方々には、提出に必要な書類を６月上旬に送

付いたしますので、期限までに提出してください。

　なお、現況届の提出が無い場合は、６月以降の児童手

当の支給が差し止めになりますので、忘れずに提出して

ください。（公務員の方は、職場での手続となります。）

◆提出期限：６月２８日（金）

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ

　　　　　　　　　　　　　　☎２１－２１２０

　～平成 24 年度　消防庁長官表彰・日本消防
協会定例表彰　おめでとうございます～
　永きにわたる消防活動の功績により下記の方々が
表彰され、５月９日（木）に余市消防署庁舎におい
て伝達されました。
☆消防庁長官表彰
　・功　労　章　
　　　　元余市消防団　団　長　藤塚利幸　氏
　・永年勤続功労章
　　　　余市消防団　　副団長　佐藤十三男　氏
☆日本消防協会定例表彰
　・精　績　章　
　　　　余市消防団　　分団長　成田嘉藏　氏

平成２４年度におけるパブリックコメント手続に係る実施状況について

　余市町パブリックコメント手続に関する要綱（平成２４年余市町告示第５０号、以下「要綱」といい

ます。）に基づき、余市町が平成２４年度にパブリックコメント手続を実施し、町民の皆さんに対して

ご意見や情報の提供をお願いいたしました計画、条例などの案は１３件です。

　なお、詳細については、余市町ホームページにおいて公表するほか、閲覧場所（余市町役場庁舎２階 

行政改革推進課カウンター、中央公民館、図書館及び福祉センター）において閲覧することができます。

◎パブリックコメント手続とは…

○　余市町が、町民の皆さんに影響を与える基本的な計画、指針、条例等の案を決定する前に、これら

　の案を公表して、町民の皆さんから広く有益なご意見や情報を提供していただくことを「パブリック

　コメント手続」といいます。

　※余市町では平成２４年８月１日からスタートした制度です！
○　「パブリックコメント手続」を行うことによって、町民の皆さんから貴重なご意見、情報を伺うこ

　とができるので、より良い内容の案をつくることが可能となると考えています。

○　町民の皆さんが余市町の作成した案に対し、積極的にご意見や情報をお寄せくださいますよう心か

　らお願い申し上げます。

問合せ　行政改革推進課　☎２１－２１４２
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　排水管の洗浄作業の契約を得ることが目的と告げずに個人宅を訪問し、勧誘する業者がいます。

　「近所で排水管洗浄の作業をするので臭いがするかもしれません」と近隣あいさつを装って訪問、訪問先

の排水管を点検し、「調べたら、ヘドロがついている。近所の作業のついでで今なら安くできる」などと排

水管洗浄をするよう契約を迫りますので、排水管洗浄にはご注意下さい。

　排水管洗浄が必要かどうか不安な場合は、下水道工事を施工した町指定業者又は下水道課にご相談下さい。

　業者の中には「役場から来ました」とあたかも町から委託されたかのように装って訪問する場合もありま

すが、役場が個人宅の排水管洗浄を業者に依頼することはありません。
　また、余市町では、下水道排水設備を設置する場合、事前の届出と排水設備指定業者制度を採用しており、
排水設備の設置、修理、水洗化工事等は指定業者でなければ施工できませんのでご承知ください。

　なお、不明な点がございましたら、下水道課までお問合せ下さい。

　                                                              　        　問合せ　下水道課　　☎２１－２１２９

◆下水道課からのお知らせ◆
 ～排水管洗浄契約にご注意ください！～

余市町の空間放射線量の状況
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平成２５年５月 余市町の空間放射線量の状況(H25.4.19～H25.5.20)

単位： μ Ｓｖ／ｈ （マイクロシーベルト毎時）

年間推計＝

２４７マイクロシーベルト

　町では、町内にお住まいの皆様が安心して生活して

いただけるよう、また本町を訪れる方々に安全性をお

伝えするため、町が独自に測定した放射線量の状況を

公表しています。

　放射線量の測定については、平成２３年１１月７日

から余市消防署の敷地内において毎日１回測定し、町

のホームページにその結果を毎日公表しております

が、月ごとの測定結果を広報よいちでも次のようなグ

ラフにより１２月号からお知らせしています。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びて

いますが、１年間に 2,400 マイクロシーベルトが世

界の平均値と言われています。

※測定値は、１時間当たりの値ですので、２４時間

　分と 365 日分を乗じると１年分になります。

（企画政策課☎２１―２１４２）

　余市町では、危機的な財政状況からの脱却に向け、効率的な行財政運営のまちづくりと町民と行政の協　

働するまちづくりを目指す「行政改革の大綱」を策定し、具体的なアクションプランである行政改革推進　

計画（①新たな行政改革の取組み、計画期間：平成１７年度から平成２１年度まで、②更なる行政改革の　

取組み、計画期間：平成２２年度から平成２４年度まで）に基づき、昨今の人口減少、少子高齢化、地方　

分権社会の進展等の新たな行政課題に対応できる行政運営を可能とするために、制度や仕組みに踏み込ん　

だ行政改革の取組みを推進してきました。

　現在取り組んでいる行政改革推進計画（更なる行政改革の取組み）に係る状況ですが、平成２５年３月　

末現在で実施計画項目の大部分を達成することができましたが、一部達成又は未達成の実施計画項目があ　

りますことから、計画期間を平成２５年度まで延長して取組みを進めることとしました。

　なお、取組み状況の詳細については、余市町ホームページにおいて公表しますので、ご覧ください。

問合せ　行政改革推進課　☎２１－２１４２

行政改革推進計画の取組み状況について
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★おもしろ宇宙教室、科学・環境・工作教室★

余市宇宙記念館からのお知らせ
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午
前
11
時
15
分
～

　
　
　

２
回
目　

午
後
２
時
15
分
～

  ★
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」　

　

た
ま
に
は
星
空
を
見
て

い
や
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

①
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

　
（
ザ
・
ム
ー
ン
）
～
月
の
不
思
議
」

　
　【
新
番
組
で
す
！
】

　

月
の
誕
生
や
満
ち
欠
け
な
ど
、
月

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
全
天
周

Ｃ
Ｇ
映
像
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

②
「
今
夜
の
星
空
」・「
星
の
一
生
」

　
季
節
の
星
座
や
月
、
惑
星
な
ど
、

そ
の
日
の
余
市
の
星
空
を
解
説
後
、

後
半
は
星
が
生
ま
れ
て
か
ら
最
後
の

と
き
を
迎
え
る
一
生
を
Ｃ
Ｇ
映
像
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
番
組
①
と
番
組
②
を
交
互
に

　

各
４
回
ず
つ
上
映
し
ま
す
。

　

（
約
30
分　

開
館
日
は
毎
日
、　
　

　
　

１
時
間
に
１
回
上
映
）

　【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　
６
月
の
休
館
日　

３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日

　
多
く
の
お
客
様
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す

☆
余
市
宇
宙
記
念
館
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
☆

問
合
せ
　
余
市
宇
宙
記
念
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
21
―
２
２
０
０
）

講　　座 内　　容 日にち 曜日 時　間 定員

お
も
し
ろ
宇
宙
教
室

「宇宙開発の歩みと取り組
みを学ぶ」その②

（7 回シリーズ）

アメリカ・NASA の取り組み
（対象：小学校高学年以上） ８日 土 午前 11 時

　　　～ 12 時 30

航空機について学ぶ
その⑤～⑫

（16 回シリーズ）

グライダー、ヘリコプター、
飛行機など、航空機全般

（対象：小学校高学年以上）

８日・９日
15 日・16 日
22 日・23 日
29 日・30 日

土・日 午後３時
　～４時 30 分 30

四季の星座について学ぶ
その②

（10 回シリーズ）

【場所】
　宇宙記念館裏・道の駅　
　第２駐車場横の芝生
　※現地集合

天文に関する勉強を楽しみな
がら行います。今回は天体望遠
鏡を使って星空を観測します。

（対象：小学生以上）

★雨や曇り空の場合は、記念
　館内プラネタリウムでの星
　空教室に変更します。

14 日 金 午後７時 30 分
　　　　～９時 なし

科
学
教
室

ソーラーミニカーを作ろう

小型ソーラー電池とモーター
を組み込んだミニカーを製作
し太陽光発電の仕組みを学習
します。

（対象：小学生以上）

22 日 土 午前９時 30 分
　　　～ 11 時 10

環
境
教
室

余市の自然を楽しもう

余市川周辺を散策し余市の自
然や野鳥を観察します。

（対象：小学生以上）
講師：余市野鳥の会
　　　大橋四朗会長ほか２名

29 日 土 午後１時
　　　　～３時 30

工
作
教
室

日時計製作
日時計を作り、昔使われてい
た時間の計り方を体験します。

（対象：小学生以上）
15 日 土 午前９時 30 分

　　　～ 11 時 30

「水」ロケット製作

水と空気の力で飛ぶロケット
をペットボトルで製作し、ロ
ケットについて学習します。

（対象：小学生以上）

23 日 日 午前 10 時
　　～午後１時 30

モデルロケット製作

組み立て式のロケットを製作
し、ロケットについて学習し
ます。

（対象：小学生以上）

30 日 日 午前 10 時
　　～午後１時 10

～６月行事予定のご案内～

★申込みは６月１日（土）より電話で受付します。おもしろ宇宙教室の参加には入館料はかかりません。



健康と暮らしの情報（6月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１歳６か月児健診 H23 年 11 月生まれ    ７日（金）受付 12：00 ～ 12：20

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８１0 か月児健診 H24 年８月生まれ １３日（木）受付 12：00 ～ 12：20

３歳児健診 H22 年１月生まれ １４日（金）受付 12：00 ～ 12：20

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの　
お子さんとその保護者

２５日（火）　　 10：00 ～ 12：00 中央公民館
☎２３- ５００１

ニコニコたまご教室
（妊婦さんの食事・交流会）

妊婦とその家族
※申し込みが必要です

２５日（火） 10：00 ～ 12：00

中央公民館
☎２３―５００１

（申込先）余市町役場保
健課保健指導グループ

☎２１―２１２２

４か月児健診 H25 年１・２月生まれ ２８日（金）受付 11：50 ～ 12：10 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

すくすく教室
（離乳食講習会）

H24 年 10 月～
　　H25 年１月生まれ

７月２日（火）　　 11：15 ～ 14：00

中央公民館
☎２３―５００１

（申込先）余市町役場保
健課保健指導グループ

☎２１―２１２２

当　番　日 医　療　機　関　名 電話番号

　　２日（日） 脳神経外科よいち港南クリニック ２１―５５６６

　　９日（日） わたなべ内科医院 ２２―３９８９

１０日（月） 北郷耳鼻咽喉科医院 ２３―５５３３

   １６日（日） 佐野内科クリニック ２２―７００１

２３日（日） 勝田内科皮フ科クリニック ２２―３８４３

３０日（日） 中島内科 ２２―３８６６

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
６月　６日（木）

７月　４日（木）
　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

特定検診・がん検診

１５日（土）～

受付時間
中央公民館

☎２３―５００１ 事前に申込みされた方に
個人通知いたします。１８日（火）

１９日（水）
　6：00 ～ 11：00 福祉センター（富沢町）

☎２２- ６２２８ ☎２１―２１２2

認知症の介護相談 　　 １７日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ご自由に相談下さい。

健康相談  　　２４日（月） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
☎２１―２１２2

予約が必要です。
☎２１―２１２2

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 12 日（水）、26 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談について
は、事前申込み必要

育児・子育て相談 ２１日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

１１日（火） 13：30 ～ 14：30

１９日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
☎２３―５００１

事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

１８日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

〈2013. ⑥広報よいち　７〉

注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

※当番医の診療時間は 9 時～ 1 ７時

までです。

休日当番医は変更になることが
ありますので、確認してから受
診して下さい。



　
募
　
集
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お
知
ら
せ

  
      

　 　  　       

         

  
  

　 
　 

〈
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
〉

　

次
の
①
、
②
の
申
込
み
と
開
催
場

所
は
、農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ

セ
・
ア
ッ
プ
ル
ド
リ
ー
ム
☎
23
―

５
５
６
８
・
FAX

　

23
―
２
１
８
９
）で
す
。

①
七
宝
焼
サ
ー
ク
ル

◆
日
時
　
６
月
18
日

（火）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
講
師
　
真
鍋
チ
ヤ
先
生

②
り
ん
ご
の
花

　
　
　
　
　

押
し
花
サ
ー
ク
ル

◆
日
時
　
6
月
20
日

（木）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

◆
講
師
　
村
山
洋
子
先
生

〈
余
市
紅
志
高
校

　
　
　

    　

   

学
校
開
放
講
座
〉

 　

余
市
紅
志
高
校
で
は
今
年
度
よ

り
「
学
校
開
放
講
座
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
６
月
は
「
食
パ
ン
と
ジ
ャ

ム
製
造
体
験
」
を
開
講
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
、
も
っ
ち
り
食
パ
ン
や

無
添
加
ジ
ャ
ム
製
造
に
関
心
の
あ
る

方
、
親
子
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

◆
日
時
　
６
月
22
日

（土）　

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所
　
余
市
紅
志
高
校
食
品
演
習
室

◆
定
員　

15
名
程
度
（
親
子
で
の
参

　

加
も
可
能
で
す
が
１
組
と
し
て
体

　

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
参
加
費
等
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

６
月
20
日

（木）

　

午
後
５
時
ま
で
に
余
市
紅
志
高
校

　

（
☎
23
―
３
１
９
１
担
当
：
大
野
）

　

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
各
種
自
衛
官
募
集
〉

　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

航
空
学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
・
看
護
学
科

学
生
等
を
募
集
し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
第
28
回
『
男
性
の
料
理
教
室
』

　
　
　
　
　

                 

開
催
！
〉

　

社
会
福
祉
法
人
よ
い
ち
福
祉
会

フ
ル
ー
ツ
・
シ
ャ
ト
ー
よ
い
ち
で

は
、
60
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と
し

た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
缶
詰
や
冷
凍
食
品
な
ど
を
ア
レ

ン
ジ
し
て
手
軽
に
作
れ
る
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
ま
す
。
料
理
に
興

味
の
あ
る
方
、
料
理
が
全
く
初
め
て

と
い
う
方
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

6
月
28
日

（金）　

　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
頃
ま
で

◆
受
付
　
午
前
９
時
30
分
～

◆
場
所　

フ
ル
ー
ツ
・
シ
ャ
ト
ー
よ
い

　

ち
内
調
理
室
「
キ
ッ
チ
ン
シ
ャ
ト
ー
」

◆
講
師　

余
市
町
食
生
活
改
善
推
進
員

◆
参
加
費　

無
料

◆
各
自
持
参　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
募
集
定
員　

60
歳
以
上
の
男
性
20

　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

◆
申
込
み　

６
月
20
日

（木）
ま
で
に

　

余
市
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
フ
ル
ー
ツ
・
シ
ャ
ト
ー
よ
い
ち

　

内
☎
48
―
６
０
１
５
）
へ
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

                         

啓
発
月
間
」で
す
！
〉

　
外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」

適
正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。 

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め

　

ら
れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

②
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、

　

必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て

　

く
だ
さ
い
。

③
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め
適

　

正
な
雇
用
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
い
ち

　
　
　
　
　
　

（
☎
22
―
３
２
８
８
）

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

普
通
救
命
講
習
Ⅱ
の
開
催
に
つ
い
て

　

救
急
隊
の
現
場
到
着
前
に
地
域

住
民
の
適
切
な
応
急
手
当
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
、
傷
病
者
救
命
率
の
一
層

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

余
市
消
防
署
で
は
、
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
の
「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

6
月
22
日

（土）　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

◆
場
所　

余
市
消
防
署　

３
階
講
堂

◆
募
集
方
法　

余
市
消
防
署
に
来
署

　

し
受
講
申
請
願
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

28
名

◆
受
付
期
間　
6
月
１
日

（土）
～
18
日

（火）

※
締
め
切
り
前
で
も
定
員
に
達
し
た

　

場
合
は
受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

◆
講
習
内
容

　

心
肺
蘇
生
法(

人
工
呼
吸
・
心
臓

　

マ
ッ
サ
ー
ジ)

・
止
血
法
・
異
物

　

除
去
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ(

電
気
シ
ョ
ッ

　

ク)

の
取
扱
い
講
習
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

=　募集・お知らせ　=

shiratori
白スタンプ



★
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　
消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特
定
の
業

者
に
商
品
の
斡
旋
を
し
、
販
売
を
依

頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
　
余
市
消
防
署
予
防
係

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
ち
び
っ
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ク
ラ
ブ
募
集
の
お
知
ら
せ
〉

　
余
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
楽
し
く
一
緒
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象　

余
市
町
内
の
小
学
校
1
年

　

生
以
上
（
小
学
校
1
・
２
年
生
は

　

運
動
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

　

練
習
を
中
心
に
考
え
て
い
ま
す
）

◆
日
時
・
場
所

　
・
毎
週
水
曜
日

　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
頃
ま
で

　

・
毎
週
金
曜
日

　
　
午
後
６
時
～
８
時
頃
ま
で

　

総
合
体
育
館
（
休
館
等
の
場
合
、

　

練
習
中
止
）

◆
参
加
料 　
　

　

水
曜
日
の
み
体
育
館
使
用
料
が
必

　

要
で
す
（
金
曜
日
は
無
料
で
す
）

◆
注
意
事
項

　

ジ
ャ
ー
ジ
、
運
動
靴
な
ど
運
動
し

　

や
す
い
服
装
で
各
自
用
意
し
て
く

　

だ
さ
い
。
ボ
ー
ル
は
こ
ち
ら
で
用

　

意
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
よ
る
送
り
迎
え

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ

　
　
　
田
中
　（
☎
22
―
５
９
１
３
）

　
　
　
堀　
　

（
☎
23
―
７
５
２
８
）

　
　
　

（
余
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

〈
就
学
前
の
は
じ
め
て
の

　
　
　
　
　

え
い
ご
あ
そ
び
〉

　

就
学
前
の
２
才
か
ら
5
才
ま
で

の
お
子
様
向
け
の
英
語
教
室
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
子
育
て
を
し
て
き

た
「
ひ
ね
」
と
、
お
遊
戯
や
、
歌
や

読
み
聞
か
せ
で
、
楽
し
く
英
語
で
あ

そ
び
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
・
場
所　

月
曜
日

　
　
　
　
午
後
３
時
～
３
時
45
分

　

北
星
学
園 

余
市
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

3
階
多
目
的
室

○
教
室
の
後
、
簡
単
な
飲
み
物
や
ス

ナ
ッ
ク
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
マ
達
の
交

流
の
場
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
い
日
程
、
参
加
費
等
に
つ
い

て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

伊
藤
葉
子

　
　
　
　
　
　（
☎
48
―
５
８
８
１
）

〈
余
市
町
に
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
準
備
し
て
い
ま
す
〉

　

地
域
の
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め

て
、
地
域
の
住
民
が
作
る
あ
た
ら
し

い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
子
ど
も
、

大
人
、
高
齢
者
の
３
世
代
に
渡
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
の
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
て
賛
助
会

員
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
を
し
て

い
ま
す
。
地
域
で
の
企
画
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
的
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
等
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
６
月
は
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

を
、
以
後
も
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

　
よ
い
ち
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局

　

（
☎
22
―
６
７
０
４　

誠
諦
寺
内
）

　〈「
つ
ど
い
の
広
場
」の
お
知
ら
せ
〉

　

町
で
は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気

軽
に
集
ま
り
交
流
す
る
場
と
し
て
「
つ

ど
い
の
広
場
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

親
子
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

サ
ー
ク
ル
紹
介
や
子
育
て
相
談
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
た

く
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
（
事
前

の
申
込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

６
月
の
交
流
会
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

◆
日
時　

6
月
12
日

（水）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所
　
中
央
公
民
館

◆
内
容　

親
子
遊
び
の
会

◆
問
合
せ　

町
民
福
祉
課 

児
童
福

   

祉
対
策
室
（
☎
21
―
２
１
２
０
）

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
ゲ
ー
ム
の
会

　
６
月
２
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　
6
月
15
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
第
23
回
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

　

6
月
8
日

（土）　

午
前
11
時
30
分
～

▽
竹
馬
・
一
輪
車
・
な
わ
と
び
検
定

　
6
月
９
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　
6
月
15
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

▽
ぬ
り
え
の
会

　
6
月
22
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　〈
沢
町
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ

　

  

第
23
回
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
〉

◆
日
時
　
６
月
８
日

（土）

　
　
　
　
　

※
雨
天
決
行　

★
屋
外
（
食
事
コ
ー
ナ
ー
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
焼
き
そ
ば
・

う
ど
ん
・
ク
レ
ー
プ
・
ジ
ュ
ー
ス
）

★
屋
内
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

　
　
　
　

正
午
～

◆
場
所
　
沢
町
児
童
館

◆
問
合
せ　

母
親
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
沢
町
児
童
館　

☎
23
―
５
６
７
３
）
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ニ
コ
ニ
コ
た
ま
ご
教
室
（
妊
婦
さ

ん
の
食
事
・
交
流
会
）
開
催
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

を
対
象
に
両
親
学
級
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
月
は
、
上
手
に
体
重
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
、
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん

を
産
む
為
に
必
要
な
栄
養
の
摂
り
方

を
知
っ
た
り
、
出
産
後
、
お
い
し
い

母
乳
を
与
え
る
た
め
の
食
事
や
母
乳
・

ミ
ル
ク
の
与
え
方
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
立
つ
内
容
が
豊
富
な
だ
け
で
な

く
、
先
輩
マ
マ
さ
ん
と
の
交
流
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
き
っ
と
、

お
友
達
づ
く
り
や
出
産
・
育
児
の
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
る
は
ず
！

　

受
講
し
た
方
に
は
妊
娠
中
の
栄
養

不
足
を
補
う
た
め
の
簡
単
料
理
レ
シ

ピ
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
　

妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
日
程
及
び
会
場

　
　

６
月
25
日

（火）　

中
央
公
民
館

◆
受
付
時
間

　
　

午
前
10
時
～
12
時

◆
申
込
み

　

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
保
健
指
導

グ
ル
ー
プ
ま
で
）

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
」
の

お
申
込
み
！

　

15
日
～
19
日
ま
で
の
５
日
間
、
中

央
公
民
館
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
「
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
」
を
実

施
し
ま
す
。
申
込
締
切
日
は
過
ぎ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
受
診
可
能
な
日
程

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
乳
幼
児
期

　

生
後
７
・
８
か
月
く
ら
い
か
ら
乳

歯
が
生
え
始
め
、
20
本
す
べ
て
生
え

そ
ろ
う
の
は
２
歳
半
～
３
歳
頃
で

す
。

　

成
長
に
伴
い
、
食
べ
物
や
飲
み
物

の
種
類
が
増
え
る
分
、
虫
歯
に
狙
わ

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

仕
上
げ
磨
き
や
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
法
を
教
え
る
な
ど
、
早
い
う
ち

か
ら
歯
を
き
れ
い
に
す
る
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
学
童
期
～
思
春
期

　

乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変
わ
る

６
～
12
歳
の
時
期
は
、
虫
歯
や
歯
並

び
の
問
題
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
食

後
の
歯
磨
き
習
慣
を
徹
底
さ
せ
る
な

ど
、
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で

す
。

　

思
春
期
は
、
初
期
の
歯
周
病
で
あ

る
歯
肉
炎
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で

す
。
ま
た
、
以
前
治
療
し
た
歯
が
再

び
虫
歯
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

■
成
人
期

　

長
年
の
歯
と
口
へ
の
ケ
ア
が
問
わ

れ
る
年
代
で
す
。
き
ち
ん
と
ケ
ア
を

し
て
い
な
い
と
、
若
い
頃
の
歯
肉
炎

が
悪
化
し
歯
周
病
が
進
み
ま
す
。
そ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
１
本
、
ま
た

１
本
と
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。

　

痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
く
て

も
、
半
年
に
一
度
は
歯
科
を
受
診
し

て
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
期

　

現
在
、
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い

る
人
は
、
60
歳
で
約
８
割
、
80
歳
で

は
約
４
割
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
や
口
の
中
の
状
態
が
悪
い
と
、

食
欲
の
減
退
、
肺
活
量
の
低
下
、
認

知
症
、
転
倒
・
骨
折
な
ど
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
ケ
ア
を
す
れ
ば
、
高
齢

に
な
っ
て
も
歯
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
歯
科
医
の
指
導
を
受
け
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
歯
を
残
し
ま
し
ょ

う
。

 
 

　　国保特
と く て い け ん し ん

定健診 受診率速報！
          平成 25 年 4 月末現在の受診率は
　　　　　　　　　　１7．6％　　

今月の特定健診
「日程が決まっていて集まって受ける健診」
○特定健診・がん検診（６月１５日～１９日）

【自分の都合に合わせて、個人で受けに行く検診】
○余市医師会所属の医療機関

○北海道対がん協会札幌がん検診センター

（送迎バス無し）　

　　　《詳細は役場保健課へ問合せください。》

あ
な
た
の
歯
、
大
丈
夫
？

年
代
別
の
「
歯
と
お
口
」
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

歯
や
口
腔
に
は
、
年
齢
に
応
じ
た
一
生

の
口
腔
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

歯
と
口
の
ケ
ア
の
目
標
は
「
８
０
２
０

（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）」
！

shiratori
白スタンプ



 　

豊
丘
小
学
校

　
町
内
に
は
現
在
、
５
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
明
治
時
代
に
は
、
山
碓
町
（
港
町
付

近
）
に
私
立
愛
親
学
校
が
、
沖
村
（
豊
浜
町
）
に
は

湯
内
学
校
（
後
に
尋
常
小
学
校
）
が
、
島
泊
（
潮
見

町
）
に
は
同
校
の
分
教
場
、
山
道
（
豊
丘
町
）
に
は

簡
易
教
育
所
が
あ
り
ま
し
た
（
『
余
市
町
郷
土
誌
』

ほ
か
）
。

　

明
治
17
年
の
記
録
を
見
る
と
、
当
時
も
っ
と
も
大

き
か
っ
た
の
は
沢
町
学
校
で
生
徒
が
315
名
、
次
い
で

大
川
学
校
が
65
名
、
大
川
学
校
黒
川
分
校
が
48
名
と

な
っ
て
い
ま
す
（
『
学
校
設
置
開
申
書
綴
』
）
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
の
他
に
豊
丘
町
に
も
小
学
校
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
第
28
話
、
「
豊
丘
の

二
宮
金
次
郎
」
で
紹
介
し
た
豊
丘
小
学

校
の
は
じ
ま
り
も
、
沢
小
な
ど
と
同
じ

く
寺
子
屋
式
の
私
設
の
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
す
（
『
郷
土
史
』
豊
丘
町
郷
土
史

編
さ
ん
委
員
会
編
）
。
明
治
39
年
に
は

下
山
道
簡
易
教
育
所
が
で
き
、
後
に
下

山
道
尋
常
小
学
校
に
な
り
ま
し
た
。
前

掲
書
に
よ
る
と
、
敷
地
は
有
志
に
よ
っ

て
寄
付
さ
れ
、
校
舎
は
民
家
を
模
様
替

え
し
た
教
室
が
ひ
と
つ
の
学
校
で
し

た
。
当
時
の
回
想
も
見
え
ま
す
。
「
当

時
の
机
や
椅
子
は
２
人
が
け
の
長
い
も

の
で
し
た
。
教
科
は
読
み
、
書
き
、
算

術
の
３
つ
で
し
た
。
生
徒
は
石
板
に
石

筆
で
字
を
書
き
ま
し
た
。
石
板
と
い
う

の
は
、
石
を
薄
く
け
ず
り
木
の
わ
く
に

入
れ
た
も
の
で
、
今
の
ノ
ー
ト
の
か
わ
り

で
す
。
…
（
中
略
）
…
学
校
か
ら
帰
る
と

私
た
ち
は
、
今
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

も
な
く
、
コ
マ
を
ま
わ
し
て
遊
ぶ
ぐ
ら
い

で
し
た
。
４
年
生
を
卒
業
す
る
と
今
の
余

市
町
役
場
の
上
の
ほ
う
に
あ
っ
た
高
等
小
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
番
困
っ
た
こ
と
は
唱
歌
や
体

育
で
、
こ
れ
は
簡
易
教
育
所
で
は
お
そ
わ
ら
な
か
っ

た
も
の
で
し
た
。
」

　

大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
豊
丘

小
学
校
の
様
子
も
同
書
に
あ
り
ま
す
。
教
室
は
二
つ

あ
っ
て
、
ひ
と
つ
は
休
み
時
間
の
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
用
、
も
う
一
つ
の
教
室
に
全
校
生
徒
50
名
ほ
ど

が
入
っ
て
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。
授
業
を
教
え
る

先
生
は
校
長
先
生
ひ
と
り
、
奥
さ
ん
が
高
学
年
の
女

子
に
裁
縫
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
先
生
が
不
在
の
時

は
高
学
年
の
子
ど
も
が
代
わ
っ
て
教
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
は
じ
め
て
の
運
動
会
は
昭
和
３

年
の
こ
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
代
わ
り
に
近
く
の
水
田
を

借
り
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
６
年
、
同
校
は
山
道

尋
常
小
学
校
に
改
称
さ
れ
、

同
年
８
月
に
現
在
の
下
山
道

神
社
の
隣
へ
移
転
さ
れ
ま
し

た
（
こ
の
年
の
生
徒
数
は
81

名
）
。

　

豊
丘
地
区
の
奥
に
あ
っ
た

住
友
余
市
鉱
山
の
子
ど
も
た

ち
も
山
道
小
学
校
ま
で
通
っ

て
い
ま
し
た
が
、
遠
距
離
通

学
で
し
た
。
こ
の
た
め
同
12

年
に
は
鉱
山
の
職
員
宿
舎
を

仮
校
舎
と
し
て
山
道
小
学
校

分
教
場
が
つ
く
ら
れ
、
２
年

後
に
は
桜
ヶ
丘
小
学
校
が
完

成
し
、
沢
町
小
学
校
か
ら
鈴

木
繁
雄
先
生
が
赴
任
し
て
初
代
校
長
と
な
り
ま
し

た
。

　

同
38
年
の
鉱
山
の
閉
山
に
伴
っ
て
、
翌
39
年
に
は

桜
ヶ
丘
小
学
校
も
廃
校
と
な
り
、
同
校
が
持
っ
て
い

た
設
備
の
多
く
は
豊
丘
小
学
校
が
譲
り
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
か
つ
て
鉱
山
と
住

宅
地
区
に
音
楽
や
お
知
ら
せ
を
流
し
て
い
た
、
と

て
も
高
価
な
放
送
設
備
が
あ
り
、
授
業
の
始
ま
り
と

終
わ
り
に
鳴
ら
し
て
い
た
鐘
の
か
わ
り
に
そ
の
設
備

が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
年
11
月
22
日

早
朝
、
学
校
に
備
え
付
け
ら
れ
た
そ
の
放
送
設
備
か

ら
、
豊
丘
地
区
に
「
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
の

鐘
」
と
い
う
や
さ
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
広
く
流
さ
れ
ま

し
た
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

ＨＰ
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 ６月１日は『人権擁護委員の日』です。
　
　人権擁護委員法が施行された日にちなみ、昭和57年度から６
月１日が『人権擁護委員の日』と定められました。
　これに合わせ、人権擁護委員と法務局が協力し全国で特設相談
所が開設され相談活動や人権啓発活動が行われております。
【特設相談所】
①日　時　６月１日（土）午前10時から午後４時まで
　会　場　札幌法務局小樽支局（小樽市港町５番２号）
②日　時　６月４日（火）午後１時から午後４時まで　
　会　場　余市町中央公民館
　どちらでも相談できますので、気楽にお越しください。
　また、諸事情により会場での相談ができない方などは、総務省
の人権擁護機関が行っているインターネット人権相談窓口をご活
用ください。
　ひとりで悩まず、気軽に相談してください。
　ｱﾄﾞﾚｽ　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
　問合せ　〒047-0007　小樽市港町５番２号
　　　　　札幌法務局小樽支局 総務係　℡0134-23-3012

写真：新校舎落成を祝う人々
　（『郷土史』より　昭和 25 年）　



平成２５年度余市体育連盟スポーツ賞
～功労賞など８個人と４団体～

　

　長年にわたりスポーツの振興に功績のあった人を表彰するスポーツ

表彰式が４月２０日、総合体育館で行われました。

　鈴木史郎さん（余市町パークゴルフ協会推薦）、（故）坂本典一さん

（余市バドミントン協会推薦）に功労賞が贈られました。

　功労賞以外の受賞者は次の方々です。授賞おめでとうございます。

《スポーツ賞》　　　　　　　　《スポーツ奨励賞団体》

　・藤田　慎之介（スキー）　　・余市黒川野球スポーツ少年団

《スポーツ奨励賞個人》　　　  　・余市町立東中学校

　・須戸　惇平（陸上）　　　　　　（女子リレーチーム）

　・照井　麗生（陸上）　　　　・余市町立旭中学校

　・成澤健太郎（卓球）　　　　　　（男子バスケットボール部）

　・鍛冶真奈美（卓球）　　　　・余市町立旭中学校

　・黒川　　龍（スキー）　　　　　（女子バスケットボール部）

生 涯 学 習 だ よ り 　

女性学級の開講式
　

　過去５年間で最も多い６７名が登録した、女性学

級の開講式は４月１５日に開催されました。開講式

には、５２名が参加し１年間の学習計画の説明のあ

と、１回目の講座として、浅野学芸員による余市歴史

探訪「余市町を開拓した人たちはどこからやってき

たか？」のテーマで余市町の歴史について学習しま

した。余市町は、青

森・秋田県などの東

北地方からやってき

た人々により開拓さ

れた事や、その開拓

者の県民性や係わり

を興味深く学習し、

幸先の良い、開講式

でした。

寿
大
学
　
今
月
の
学
習

☆
６
月
６
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～

　

●
第
３
回
講
座
　
講
話
「
交
通
安
全
教
室
」

　
　
　
　
　

（
女
性
学
級
と
の
合
同
講
座
）

　
　

陽
気
も
良
く
な
り
、
ド
ラ
イ
ブ
や
気
軽
に
自
転
車
で
出
か

　

け
る
機
会
が
多
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
交

　

通
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
余
市
警
察
署
員
の
方
か
ら
の
講

　

話
が
あ
り
ま
す
。

☆
６
月
20
日

（木）

　
●
長
寿
は
り
き
り
運
動
会

　

◆
会　
　

場
　
　
総
合
体
育
館

　

◆
集　
　

合
　
　
午
前
９
時

　

◆
競
技
開
始
　
　
午
前
９
時
20
分 

～

　

※
参
加
申
込
み
は
、
６
月
６
日

（木）
ま
で
に
各
班
長
さ
ん
へ

女
性
学
級
　
今
月
の
学
習

☆
６
月
６
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～

　

●
第
３
回
講
座　

講
話
「
交
通
安
全
教
室
」

　
　
　
　
　

（
寿
大
学
と
の
合
同
講
座
）

☆
６
月
24
日

（月）　

午
前
９
時
30
分
～

　

●
奉
仕
活
動
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
　

前
半
30
分
程
度
は
、
公
民
館
、
国
道
周
辺
の
清
掃
活
動
を

　

行
い
ま
す
。
軍
手
・
火
ば
さ
み
を
持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

　

301
号
室
に
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
・

　

ペ
タ
ン
ク
等
）
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
に
も
簡
単
に
出
来
る

　

楽
し
い
室
内
競
技
で
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　
◆
集
合
場
所
　
　
中
央
公
民
館

　
※
開
始
時
間
が
午
前
に
な
っ
て
お
り
ま
す
！

①
寿
大
学
・
女
性
学
級
の
み
な
さ
ん
へ
！

　

カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
・
詩
吟
・
手
芸
・
歌
声
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
、

交
流
の
機
会
を
ひ
ろ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
で
す
よ
！
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寿大学の開講式
　
　４月１１日、寿大学の開講式が行われ、男性２０

名、女性５２名の合わせて７２名が第４２期生とし

てスタートしました。開講式では、嶋町長に続いて

中井議長からお祝いの言葉をいただきました。開講

式終了後に自治会の総会が開催され、６名の新入生

が滝田会長よ

り紹介されま

した。

　今年は、研

修視察旅行が

講座の中に組

み 入 れ ら れ、

楽しい１年に

なりそうです。

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　　　《自治会総会風景》

 《野呂会長からスポーツ功労賞を
　　　　　　　　受ける鈴木史郎さん》

　《52 名が参加した開講式》



②
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！　

　

余
市
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
特
別
支
援
学
級
児
童

生
徒
、
余
市
養
護
学
校
の
児
童
を
対
象
に
自
主
性
を
培
う
こ

と
を
目
的
に
、
海
水
浴
・
も
ち
つ
き
体
験
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
学
年　

町
内
の
小
学
校
５
年
生
～
中
学
生
ま
で

◆
申
込
期
間　

６
月
14
日

（金）
ま
で

※
６
月
22
日

（土）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③
長
寿
は
り
き
り
運
動
会
参
加
者
募
集
！

　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
長
寿

は
り
き
り
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
20
日

（木）　

午
前
９
時
集
合

◆
会
場　

総
合
体
育
館

※
老
人
ク
ラ
ブ
、
寿
大
学
以
外
の
皆
さ
ん
は
、
６
月
６
日

（木）

　

ま
で
に
中
央
公
民
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

④
健
康
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
ご
案
内

６
月
と
７
月
は
、
フ
ロ
ア
ー
カ
ー

リ
ン
グ
で
す
。

◆
期
日　

6
月
18
日
、
25
日

　
　
　
　

７
月
９
日

　
　
　
　

（
開
催
日
は
火
曜
日
）

◆
時
間
　
午
前
10
時
～
12
時

◆
場
所　

総
合
体
育
館

◆
参
加
人
数　

15
名　
　

 

☆
生
涯
学
習
だ
よ
り

　

①
～
④
の
申
込
、
お
問
合
せ
は

　

余
市
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
ま
で

　
　
　
　（
中
央
公
民
館
内　

☎
23
―
５
０
０
１
）　

　 

　  

☆
【
図
書
館
一
日
司
書
募
集
】

◆
日
時　

６
月
16
日

（日）　

午
後
１
時
15
分
～
５
時
30
分

◆
募
集　

４
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
対
象　

町
内
の
小
学
校
５
年
生
～
中
学
生
ま
で

◆
締
切　

６
月
12
日

（水）
ま
で
に
図
書
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
【
お
は
な
し
会
】
６
月
８
日

（土）
・
22
日

（土）

　
　
　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】

　
　
　
　

６
月
の
毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
30
分
～

☆
開
館
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

☆
今
月
の
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

◆
問
合
せ
　
図
書
館
（
☎
22
―
６
１
４
１
）

　
　h

ttp
:/
/
w

w
w

.yo
ic
h
i-
lib

-
u
n
e
t.o

c
n
.n

e
.jp

/

☀　６月の映画会　☀
　 上映日 作 　　品　　 名
　
　

大
人
向
け
（
午
後
２
時
～
）

  ２日（日）『マイルーム』洋画 99 分

  ６日（木）『飢餓海峡』邦画 183 分

13 日（木）『ルーキー』洋画 120 分

16 日（日）『マルサの女２』邦画 127 分

20 日（木）『釣りバカ日誌』邦画 93 分

27 日（木）『シカゴ』洋画 113 分

30 日（日）『ガンランナー』洋画 85 分

子

供

向

け

   １日（土）

15 日（土）

29 日（土）

①『がんばれ、ドナルド』43 分

②『長靴をはいた猫』80 分

①午前 11 時～　②午後２時～　 2 階視聴覚室

図
書
館
の
話
題

　

ご
寄
贈
に
感
謝
い
た
し
ま
す
！

　
先
月
、
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
、
大
変
立
派
な
絵
本

展
示
台
と
た
く
さ
ん
の
新
し
い
本
が
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

寄
贈
者
は
、
昨
年
94
才
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
堀
幸
江

さ
ん
で
、
晩
年
の
故
人
を
お
世
話
さ
れ
た
ご
親
戚
の
関
屋

さ
ん
（
美
唄
市
在
住
）
が
代
理
人
と
し
て
当
日
、
寄
贈
目
録

（
総
額
120
万
円
相
当
）
を
中
村
寿
仁
教
育
長
に
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

故
堀
幸
江
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
か
ら
東
中
学
校
や
旭
中
学

校
で
先
生
を
さ
れ
、
平
成
５
年
ま
で
余
市
町
に
住
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
東
中
学
校
で
は
、
図
書
担
当
を
長
く

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
子
ど
も
の
本
や
読
書
活
動
に
は
強
い

関
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ご
自
分
の
蔵
書
を
役
立
て

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
読
み
聞
か

せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
て
い
る
代
理
人
の
関
屋
さ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
新
し
い
本
を
届
け
た
い
と
そ
の
ご
遺

志
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
叶
え
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

今
回
届
け
ら
れ
た
400
冊
以
上
の
本
は
、
世
代
を
越
え
て
親

し
ま
れ
て
き
た
『
こ
ど
も
の
と
も
復
刻
版
』
を
は
じ
め
、
絵

本
や
図
鑑
、
写
真
集
、
童
話
な
ど
長
く
読
み
継
が
れ
て
い
く

も
の
ば
か
り
で
す
。
寄
贈

本
は
、
こ
の
あ
と
数
回
、

関
屋
さ
ん
と
交
流
の
あ
る

札
幌
の
児
童
書
専
門
店
か

ら
届
け
ら
れ
、
遺
品
の
こ

け
し
が
飾
ら
れ
た
展
示
台

に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
贈
り

物
を
好
機
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
本
の
楽
し
さ
を

知
り
、
よ
り
豊
か
な
心
を

育
ん
で
い
け
る
よ
う
に
読

書
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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《昨年度のフロアーカーリングの様子》



ご寄附に感謝
（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の

希望により掲載をしない場合があります。）

★余市町社会福祉事業費の一部として
・一金１００，０００円

（故小俣清殿追善供養として）

　　黒川町18丁目24番地16　小俣　八重子

★図書館図書購入費の一部として
・一金１００，０００円

（チャリティー益金の一部として）

　　　　余市ニッカの会　会長　小嶋　敏之

よ い ち の 人 口
          （平成 25 年４月 30 日現在）

※ (　) 内の数字は前月比

　　人　口　20,666 人　  （+  95）　

　　男　性　  9,519 人　  （+  51）

　　女　性　11,147 人　  （+  44）

　　世帯数　10,269 世帯  （+  65）

※平成 24 年 7 月に住民基本台帳法が改正され、外

　国人も住民基本台帳に登録されることになったため

　7 月末から外国人を含めた数字を公表しています。

　　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯

■広報よいち 6 月号（№７４６）
平成 25 年 6 月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp

ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 企画政策課 広報広聴グループ 

町税は納期限内に納付をお願いします。
　5月２７日は固定資産税第１期、

軽自動車税の納期限でしたが、未

納の方は至急納付願います。　　

　町税は大切な自主財源です。

　納税は、憲法にも明記された『国

民の義務』のひとつです。皆様一

人ひとりの納税により、町の行政

運営が成り立っていますので、納

期限までの納付にご協力願います。

○事業不振、失業、転職、病気などの理由により納期

限内納付が困難な方は、そのまま放置せずに納税相談

してください。

○平成１８年以前から消費者金融会社から借金の借

入・返済を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦

しく、税金を滞納している方や既に借金を完済してい

る方でも、利息制限法で定められた利息を超えて借金

の返済をしている場合があります。

　「過払い金請求」（不当利息返還請求）により経済的

な負担を軽減することができます。

　借金問題は、法律により解決できますので、心あた

りのある方は、ひとりで悩まずに、今すぐご連絡・ご

相談ください。

　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いがで

きればと考えています。
　　

臨時徴収所をご利用ください

　　　6 月２５日（火）17：30 ～ 19：00　

　　・役場１階　税務課窓口　

　　・福祉センター本館（富沢町）

　　納税相談も実施しています。

◆問合せ　税務課納税グループ　☎２１－２１１６

〈2013. ⑥広報よいち　14〉

    今月の税
  町道民税　１期
  　納期限
　　6 月 25 日

●交通ルールの遵守を！　

　去る５月９日深夜に、フルーツ街道において交通

事故が発生し、一人の尊い命が失われました。交通

事故は本人のみならず、家族や多くの人に深刻な影

響を及ぼす悲惨なものです。

　本格的な行楽シーズンに入り、交通事故も増加す

る傾向にありますが、いま一度「交通事故のない安

全で安心な社会」を目指し、一層のご理解とご協力

をお願いいたします。

　【余市町・余市町交通安全協会・余市警察署】

総合体育館から
　　　　～「健康教室等のお知らせ」～

☆健康教室（６月）
　①かんたん貯筋トレーニング（中高年齢者向け）
　②リフレッシュ健康体操（ダイエット希望者向け）
　③ゆる気功
◆開催日
　①と②は 5 日、12 日、26 日（各水曜日）、
　21 日（金曜日）
　③は３日、10 日、17 日、24 日（毎週月曜日）
◆時間
　①と③は午後１時 30 分～３時
　②は午後６時 30 分～８時
◆募集定員　各教室　10 名（定員になり次第締切り）
◆参加料　　各１回　500 円（使用料・保険料含む）
　　　　　　※４回セット　1,800 円
◆申込み
　総合体育館窓口、又は電話連絡にて受付いたします。
　ただし、健康状態（高血圧等）に応じて、お断りす
る場合があります。
※動きやすい服装・運動靴、タオル、飲み物は各自　
　ご用意願います。
◆問合せ　総合体育館（☎２３―５２１０）
※広報５月号の折込チラシにてお知らせしていた 「丹
　田呼吸法」は、都合により中止となりました。ご了
　承下さい。


